
























































まで広がっており､D線の励起状態の超微細構造 (Cs Dl 1168[MHz]
D2 152､202､256 [MHz])の観測も可能であることがわかった｡
以上に述べたことから､この現象は分光法として利用できる｡この来庁しい分光
法の利点として､1)半導体レーザー周波数を外部から掃引したり､変調をかけ
たりする必要がないこと 2)半年体レーザーは電流制御によりレーザー自身の
振幅雑音を非常に小さくできること 3)異なる周波数の共鳴信号を同時に観測
できること 4)0-数GHzの広い範囲にわたる分光が可能であること 5)
あらかじめエネルギー構造の予備知識がなくてもよいことなどがあげられる｡
これらの性質を活かした分光や､半群体レーザーの周波数雑音の詳しい研究を
今後の課題としていきたいと考えている｡
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